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　福岡市は，古来より大陸との文化交流の門戸としてその歴史的役割を担い，発展してきました。そ

のため，本市には数多くの文化遺産が残されております。これらを保護し，後世に伝えていくことは

私どもの責務であります。

　本市教育委員会では，各種開発事業に伴い消滅するおそれのある埋蔵文化財については，記録保存

を目的とした発掘調査を行い，それらを後世に残すよう努めています。

　本書は，個人専用住宅建設工事に伴って実施した三宅廃寺第３次～第５次調査の成果を報告するも

ので，古代寺院跡と推定される寺域の一角を確認するとともに，須恵器や土師器，瓦類などが出土し

ました。これらは，地方における初期仏教の受容の在り方を知る上で貴重な資料となるものです。

　本書が，文化財保護に対する理解と認識を深める一助となり，また学術研究の資料として大いにご

活用いただければ幸いです。

　最後となりましたが，発掘調査の実施から本書の作成に至るまで，深いご理解とご協力を賜った関

係者の皆様に対して，心から謝意を表します。

　平成１６年３月３１日

福岡市教育委員会　　　

教育長　　生田　征生　

�

例　　言

１．本書は，個人専用住宅建設に先立ち，平成１４年度
事業として国庫補助を受けて福岡市教育委員会が
実施した三宅廃寺遺跡第３～５次調査の発掘調査
報告書である。

２．調査番号は第３次が０２４９，第４次が０２５０，第５次
が０２５１である。

３．掲載した遺構番号は各調査区毎の通し番号とした。
４．遺物番号は，調査区に関係なく通し番号とした。
５．遺物についての説明は概括的に各遺構単位で行っ
た。個々の遺物については，遺物観察表を参照さ
れたい。

６．本書で使用した地図は，国土地理院発行の２５，０００
分の１地形図「福岡西南部」，福岡市発行の５，０００
分の１都市計画図「３９　三宅」である。

７．本書で図示した方位はすべて磁北である。
８．本書で使用した造成計画図面は，大和ハウス工業
株式会社福岡支店作成の事業計画図から提供を受
けた。

９．本書に掲載した遺構及び遺物関係図は田中壽夫が
実測，製図を行い，遺物写真については，大塚紀
宜が撮影した。

１０．本調査に係る記録類及び出土遺物は，本市埋蔵文
化財センターに収蔵保管される。

１１．本書の執筆・編集は田中が行った。



本文目次
Ⅰ．はじめに  …………………………………………………………………１
　　１．調査に至る経過  ………………………………………………………１
　　２．調査の組織  ……………………………………………………………１
Ⅱ．遺跡の位置と歴史的環境  ……………………………………………２
　　１．三宅廃寺の位置と歴史的環境  ………………………………………２
　　２．既往の調査  ……………………………………………………………２
Ⅲ．発掘調査の記録  …………………………………………………………４
　　１．発掘調査の概要  ………………………………………………………４
　　　　１）　調査区の位置  ……………………………………………………４
　　　　２）　各次調査の成果概要  ……………………………………………４
　　２．第３次調査  ……………………………………………………………５
　　３．第４次調査  ……………………………………………………………７
　　４．第５次調査  ……………………………………………………………１０
Ⅳ．結　語  ……………………………………………………………………１８

挿図目次
第１図　三宅廃寺第３～５次調査地点と周辺遺跡（１/２５，０００）  ……………………………………………………………………………３

第２図　三宅廃寺第３～５次調査地点位置図（１/５，０００）  …………………………………………………………………………………３

第３図　三宅廃寺第１～５次調査検出遺構配置図（１/５００）  ……………………………………………………………………（折り込み）

第４図　溝 SD０１断面実測図（１/４０）  …………………………………………………………………………………………………………５

第５図　第３次調査区遺構平面及び土層断面図（１/８０）  ……………………………………………………………………………………６

第６図　溝 SD０１・０２土層断面図（１/４０）  ……………………………………………………………………………………………………７

第７図　第４次調査区遺構平面及び土層断面図（１/８０）  ……………………………………………………………………………………８

第８図　第４次調査区出土遺物実測図（１）（１/３）  …………………………………………………………………………………………８

第９図　第４次調査区出土遺物実測図（２）（１/５）  …………………………………………………………………………………………９

第１０図　第５次調査１区西壁土層断面図（１/８０）  ……………………………………………………………………………………………１０

第１１図　第５次調査区遺構平面及び土層断面図（１/８０）  ……………………………………………………………………………………１１

第１２図　第１次・５次調査区遺構配置図（１/２５０）  …………………………………………………………………………………………１２

第１３図　土坑 SK０２・０４・０８，柱穴 SP２０，溝 SD０１平面及び断面図（１/４０）  ……………………………………………………………１３

第１４図　第５次調査区出土遺物実測図（１）（１/３）  …………………………………………………………………………………………１３

第１５図　第５次調査区出土遺物実測図（２）（１/３）  …………………………………………………………………………………………１４

第１６図　第５次調査区出土遺物実測図（３）（１/５・１/３）  …………………………………………………………………………………１５

第１７図　第５次調査区出土遺物実測図（４）（１/３）  …………………………………………………………………………………………１６

図版目次
図版扉　　三宅周辺航空写真（昭和５３年当時） 　　　（５）土坑 SK０８（南南西から）

図版１（１）第３・４次調査区調査前現況（北から） 図版４（１）第５次調査第２区完掘状況（南西から）

　　　（２）第５次調査区調査前現況（南西から） 　　　（２）溝 SD０３（南から）

図版２（１）第３次調査区完掘状況（南東から） 　　　（３）柱穴 SP２０（北から）

　　　（２）第４次調査区完掘状況（南東から） 　　　（４）第３次埋め戻し状況

図版３（１）第５次調査第１区完掘状況（南西から） 　　　（５）第４次埋め戻し状況

　　　（２）完掘状況（南南西から） 　　　（６）第５次埋め戻し状況

　　　（３）土坑 SKO２（南南東から） 図版５　出土遺物

　　　（４）土坑 SK０１（東から）

表　目　次

表１　第４次調査区出土遺物観察所見表………９　　　　表３　調査報告書抄録　（奥付）

表２　第５次調査区出土遺物観察所見表………１７

�



－　１　－

Ⅰ．はじめに

　１．調査に至る経過

　平成１４年１１月１日付けで，福岡市南区南大橋１丁目１１５７番７及び同１１５７番８，並びに同１１５９番３における

住宅建設に先立ち，埋蔵文化財の有無について照会があった。いずれも，本市文化財分布地図上で三宅廃寺

（登録番号０１４４）として登載されている周知の埋蔵文化財包蔵地内に位置している。また，近隣地においては，

民間共同住宅建設に伴う三宅廃寺第１次調査（昭和５２年度実施）や，福岡県住宅供給公社旧南大橋団地跡地の

宅地造成事業に伴う第２次調査（平成１４年度）が実施されており，何らかの遺構が存在することが予想された

ために，平成１４年１１月５日及び１１月８日に試掘調査を実施した。

　試掘調査の結果，いずれの地点からも奈良時代を中心とした遺構と遺物を検出したため，盛り土あるいは

基礎構造の設計変更等による現状保存を依頼した。しかし，地盤が軟弱であり，耐震構造に万全を期すため

に基礎杭の打設工事が必要なことから，協議の結果，やむを得ず記録保存を目的とした発掘調査を行うこと

とし，平成１４年１１月２８日から約１ヶ月の期間で，三宅廃寺第３～５次調査として実施することとした。

　なお，事前審査受付番号，試掘調査番号及び調査番号は下記のとおりである。

　２．調査の組織

　以上の経過を経て，発掘調査は以下の組織で国庫補助事業として実施した。

　　工事主体者　　　　川野　晃（福岡市南区南大橋１丁目１１５７番７）

　　　　　　　　　　　榎屋真一（福岡市南区南大橋１丁目１１５７番８）

　　　　　　　　　　　吉井健也（福岡市南区南大橋１丁目１１５９番３）

　　調査主体　　　　　福岡市教育委員会　教育長　生田征生

　　調査総括　　　　　埋蔵文化財課長　山崎純男

　　事前審査　　　　　事前審査係長　　池崎譲二

　　　　　　　　　　　主任文化財主事　米倉秀紀

　　　　　　　　　　　文化財主事　　　田上勇一郎

　　調査担当　　　　　調査第２係　　　田中壽夫

　　調査庶務　　　　　文化財整備課管理係　　御手洗清

　　調査作業　　　　　松永シゲ子　山崎光一　嶋ヒサ子　野口ミヨ　持丸玲子　森田祐子

　　　　　　　　　　　長田嘉造　野田淳一　宮崎タマ子　西田文子　山内　恵　平川正夫

　　　　　　　　　　　佐藤俊治

　

　なお，調査の実施及び整理報告書作成にあたっては，施工業者である大和ハウス工業株式会社福岡支店か

ら条件整備，図面提供等の協力を，また，川野章氏を初めとする工事主体者の皆様方には，発掘調査の実施

にあたり深いご理解とご協力をいただいた。記して感謝の意を表します。

申請及び調査地点所在地調査番号試掘調査番号受付番号

福岡市南区南大橋１丁目１１５７番７０２４９１４－１７９１４－２－５４５三宅廃寺第３次調査

福岡市南区南大橋１丁目１１５７番８０２５０１４－１８０１４－２－５４６三宅廃寺第４次調査

福岡市南区南大橋１丁目１１５９番３０２５１１４－１７８１４－２－５４４三宅廃寺第５次調査



Ⅱ．遺跡の位置と歴史的環境

　１．三宅廃寺の位置と歴史的環境

　福岡平野と早良平野を画する油山山塊は，多くの低丘陵を派生させながら平尾周辺から，若久，桧原，老

司等にかけて起伏に富んだ地形を形成している。一方，背振山から東南麗から派生した那珂川は，背振ダ

ム・南畑ダムにいったん流入した後北東流し，深く谷を開析しながら那珂川町を経由した後，中流域で肥沃

な沖積平野を形成しながら，本市南区へ流下する。さらに三宅～大橋周辺においては，福岡平野の中央部を

占める那珂洪積台地に阻まれ大きく北西に流路を変え福岡平野の中央を経て博多湾に流れこんでいる。この

那珂川中流域左岸に形成された沖積平野と台地縁辺部にかけて，野多目 A・B遺跡群，国指定史跡老司古墳，

老司瓦窯跡，大橋E遺跡等の縄文時代から中世にわたる遺跡が点在しており，福岡平野南部において，比較

的分布密度の高い地域となっている。

　今回調査の対象となった三宅廃寺（０１４４）は，１．三宅遺跡群（２８２５）に包含されている。三宅遺跡群は，東西

に約５００m，南北に約２５０mの広がりを有し，主として奈良～平安時代の遺跡によって構成されている。範囲

内には２．三宅瓦窯跡（０１４２），４．三宅岩野瓦窯跡（０１４３）等の瓦窯跡，古代瓦類の散布地である大橋 D遺跡

（０１３４），弥生時代の甕棺が出土したことで知られる３．大橋 C遺跡（０１３３），三宅廃寺推定の端緒となった三

宅 A遺跡（０１３５）が分布している。東側沖積微高地には，弥生時代の集落遺跡の他，古代官衙の存在が推定

される６．大橋E遺跡（２３８２），整然と並んだ掘立柱建物がかつて確認されたという７．三宅B遺跡（０１３９）など

が近接している。（（　）内の数字は遺跡登録番号である）

　２．既往の調査

　三宅廃寺の存在について，初めて考古学的に推定したのは，昭和５２年１１月～５３年３月にかけて実施された

三宅 A遺跡における民間開発事業に伴う発掘調査によってである。約１，２００㎡の調査の結果，南北方向に整

然と配された３間×３間の大型掘立柱建物，総柱建物，これらの建物を画する大小の溝，土坑等の遺構が確

認された他，老司Ⅰ式を主体とする瓦類，磚，中国産陶磁器や，「寺」「佛」等の銘がある墨書土器，木簡，石

帯巡方，黄銅製匙・箸等が出土した。寺域の推定は，周辺の古代瓦の分布状況及び調査区西側で確認された

瓦溜遺構の在り方等から，大溝の東北部コーナーとみなし，方一町（約１０４～１１０m）程度の規模と推定すると

ともに，寺域の中心的施設は，当時の福岡県住宅供給公社南大橋団地の範囲内に想定した。

　その後，平成１４年１月～５月にかけて，南大橋団地跡地の再開発（宅地分譲）に伴う発掘調査が実施された。

発掘調査は，新設道路部分に限られたが，第１次調査で確認された諸施設の方向性とよく合致する大型の掘

立柱建物，溝，土坑等が検出された。特に東西棟及びそれに直交する南北棟の掘立柱建物群が確認されたこ

とは，寺域範囲，規模の推定等の妥当性を検証する成果として重要である。　

　なお以下に，三宅廃寺関係及び周辺遺跡に係る本市埋蔵文化財調査報告書を掲げる。参考にされたい。

　
　　福岡市教育委員会　１９７９　『三宅廃寺』福岡市埋蔵文化財調査報告書第５０集

　　福岡市教育委員会　２００４　『三宅廃寺２』福岡市埋蔵文化財調査報告書第８２６集

　　福岡市教育委員会　１９９０　『公園関係埋蔵文化財調査報告書Ⅱ』福岡市埋蔵文化財調査報告書第２１９集

　　福岡市教育委員会　１９９２　『大橋 E遺跡３次調査の報告』福岡市埋蔵文化財調査報告書第２７９集

　　福岡市教育委員会　１９９７　『大橋 E遺跡４』福岡市埋蔵文化財調査報告書第５１１集 

　　福岡市教育委員会　２００３　『大橋 E遺跡５』福岡市埋蔵文化財調査報告書第７４０集

　　福岡市教育委員会　２００４　『大橋 E遺跡６』福岡市埋蔵文化財調査報告書第７９１集
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第１図　三宅廃寺第３～５次調査地点と周辺遺跡（１/２５，０００）

１．三宅遺跡（三宅廃寺）２．三宅瓦窯跡　３．大橋Ｃ遺跡　４．大橋Ｂ遺跡　５．和田田蔵池遺跡　６．大橋 Ｅ遺跡群　７．三宅Ｂ遺
跡　８．和田Ａ遺跡群　９．和田Ｂ遺跡群　１０．野多田Ａ遺跡群　１１．野多田Ｂ遺跡群　１２．高宮Ａ遺跡　１３．高宮Ｂ遺跡　１４．寺
塚Ａ古墳群　１５．寺塚Ｂ古墳群　１６．中村町遺跡　１７．野間Ａ遺跡　１８．野間Ｂ遺跡　１９．若久Ａ遺跡　２０．若久Ｂ遺跡　２１．屋
形原遺跡　２２．那珂遺跡群　２３．井尻Ａ遺跡群　２４．横手遺跡群　２５．日佐遺跡

第２図　三宅廃寺第３次～５次調査地点位置図（１/５，０００）



Ⅲ．発掘調査の記録

　１．発掘調査の概要

　１）調査区の位置（第２・３図，図版扉・１～３）
　県住宅供給公社南大橋団地跡地の再開発は，敷地４，４５８㎡を１８区画の戸建て分譲用地として造成するもの

で，新設道路部分については約１０２３．５㎡について調査を実施した（三宅廃寺第２次調査）。

　今回の第３・４次調査区は分譲計画地の北西部にあたり，北西から南東方向に開析された谷の開口部中央

に立地している。現地表面における周辺の台地頂部との比高差は３～４mをはかり，本来はかなり狭い谷地

形であったものと思われる。第５次調査は分譲計画地の北東部に位置している。当該地点は，本来，北西か

ら南東方向に延びる尾根の末端部に位置している。対象地の南東側縁辺には農業用貯水池長池から延びる用

水路が南西から北東に流下しており，それに接して第１次調査区が位置している。

　第３～５次調査区は，第１次調査の結果推定された三宅廃寺推定域の外周部縁辺部に相当する地点であり，

当該地点の旧地形の復元，すでに確認されている奈良から平安時代に比定されている溝や建物等の遺構群の

分布状況等を明らかにすることを調査目的として実施した。

　２）各次調査の成果概要
　（１）第３次調査

　調査地点は，建売分譲計画地の北西部にあたる。

第２次調査区の西側に接している。後世の攪乱が顕著で

遺構の遺存状況はきわめて悪かった。

　検出した遺構は，溝１条，及び柱穴２である。寺域推

定の西側にも奈良時代の遺構がわずかではあるが存在し

ていることがわかった。

　（２）第４次調査

　第３次調査区の南側に隣接している。第３次調査区と

同様遺構のほとんどは削平されており，遺存状況は悪い。

検出した遺構は溝２条，及び柱穴２である。第１次調査

で推定された廃寺の推定域よりもさらに西側に遺構が展

開することが予想された。

　（３）第５次調査

　検出した遺構は，溝２条，柱穴多数，焼土坑，円形土

坑などである。溝は第１次調査で確認された１号溝及び

７号溝の延長部が確認できた。柱穴は大型の掘立柱建物

のものもある。第１次調査成果と併せて，区画割りされ

た施設の一角について明らかにすることができた。遺物

中に「寺」「十二」銘のある土師器，須恵器がある。
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第３次調査風景（南東から）

第５次調査風景（南西から）
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第３図　第１～５次調査遺構配置図（１/５００）
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　２．第３次調査

　調査は，分譲計画地北西部の一区画１７８．８㎡を対象に，６３．８㎡について調査を実施した。当該地点は，本

来，北西から南東方向に開析された谷部の開口部にあたり，谷最深部中央から北側斜面上に位置している。

現況は，農業用貯水池長池の堤の東側に隣接しており，旧南大橋団地が存在していた頃の地盤面より１．５m

以上の盛り土がなされ，造成後の地表標高は１５．３～１５．６mを測る。なお，調査区は第２次調査区西側と第４

次調査区北東側に隣接する。

　１）遺構と遺物（第２～５図，図版１～２）
　遺構の検出面は，部分的に残る遺物包含層（黒灰色粘質土）下部に堆積する，きめ細かな砂粒を含む灰色～

青灰色シルト層上面である。おおむね標高１２．８～１３．２m前後を測る。この層の下には，厚さ７０cm以上の灰

色粗砂層が厚く堆積している。その下部は砂礫となり，湧水が顕著である。県公社団地の建築及び解体工事

の影響で，掘削は地山までおよび，遺構の遺存状況は悪い。検出した遺構は，溝１条，及び柱穴２である。

　溝SD０１　幅が約４０～５０cm，深さ１０～１５cmを測る。長さ約５mについて確認した。溝の基底部がかろう

じて残った状況である。断面形は浅皿状で，暗灰色シルトを埋土とする。溝の走向は西北西から東南東で，

N－１０８°－Eを測る。第１次調査で検出された東西溝１号溝の走向N－１１０°－Eに近い。土師器，須恵器，瓦

小片が出土している。いずれも２次堆積で磨耗し，図示し得るものはないが，８世紀半ばから後半代の遺物

と思われる。

　柱穴SP０１　柱掘形は不整円形である。径４０cm，深さ１０cmを測る。暗灰色～黒灰色粘質土を埋土とする。

土師器，須恵器小片が出土している。いずれも磨耗し，図示し得るものはない。

　柱穴SP０２　柱掘形は隅丸の不整な矩形である。一辺が５８～７０cmを測り，東南隅に直径２６～２８cmの柱痕

跡がみられた。柱痕跡は黒灰色粘質土を埋土とし，瓦

が出土している。柱掘形の規模等からみて，東側に接

する第２次調査区で検出した掘立柱建物 SB０１と同規

模の建物の存在が考えられる。

　２）小結
　本調査区は現代の攪乱が著しく，また，調査面積狭

小であったこともあり，遺構遺物はわずかな確認にと

どまった。本調査区及び第２次調査で検出された遺構

分布のあり方からみて，奈良時代を中心とした時期の

遺構が，さらに本調査区の西側に展開していた可能性

を指摘できる。
盛土状況（南東から）

SD０１（東から） 第４図　溝 SD０１断面実測図（１/４０） 
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【南壁土層断面所見】 
　第１層 盛土  
　第２層 盛土 真砂土 
　第３層 整地土 瓦礫を多く含む 
　第４層 黒色砂質土  
　第５層 黒灰色粘質土  
　第６層 黒茶灰色粘質土  
　第７層 黒灰色～暗灰色混砂粘土層  
　第８層 暗灰色砂質土  
　第９層 黄褐色砂層（ブロック）  
　第10層 暗灰色微砂質土  
　第11層 灰色微砂質土  
　第12層 青灰色～灰色シルト層  
　第13層 灰色微砂層  
　第14層 茶灰色粗砂層 
　第15層 灰色砂層（層厚70cm以上） 
 　　　　　　　　　下部は砂礫層になる 
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第５図　第３次調査区遺構平面及び土層断面図（１/８０）
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　３．第４次調査

　調査は，分譲計画地北西部の一区画１７４．４７㎡を対象とし，７２．２㎡について調査を実施した。当該地点は，

第３次調査区と同様，本来，北西から南東方向に開析された谷部の開口部にあたり，谷最深部中央に位置し

ている地点である。現況は，農業用貯水池長池の堤の東縁に隣接しており，旧南大橋団地が存在していた頃

の地盤面より０．５m以上の盛り土がなされ，造成後の地表標高は１４．３～１４．４mである。なお，調査区は第２

次調査区西側と第３次調査区南西側に隣接する。

　

　１）遺構と遺物（第２・３，６～９図，図版２）
　遺構の検出面は，調査区北側に部分的に残った遺物包含層（黒灰色混砂粘質土）下部の砂粒を含む灰色～青

灰色シルト層上面である。おおむね標高１３．２～１３．４mを測る。北から南に緩やかに傾斜している。この層の

下には，厚さ約３０cmの黒灰色粘質土があり，さらにその下部には少なくとも５０cm以上の灰色粗砂層が堆積

している。基盤層は砂礫層である。第３次調査区と同様，県公社団地の建築及び解体工事の影響で，掘削は

地山までおよび，遺構の遺存状況は悪い。検出した遺構は，溝２条，及び柱穴２である。

　遺物包含層　調査区の中央から北西隅にかけて，硬く締まった黒灰色混砂粘質土が約１０cmほどの厚さで

みられた。瓦片を主として土師器・須恵器の小片が多く出土している。いずれも小片のために図示できたの

はわずかであるが（第８図１～９），主に８世紀代半ばから後半と思われる須恵器の小片である。瓦片は，格

子目叩きを凸面に残す平瓦が主で，老司式丸瓦瓦当片も出土している。

　須恵器（１～９）　いずれも宝珠形のつまみを有する坏蓋である。口径は１４．０～１５．０cmに，器高は１．０～

２．０cmほどにおさまるもので，口縁端部が明瞭な稜線をもって引き出されている。

　溝SD０１　幅が約７０cm，深さ１５～２０cmを測る。長さ約１．３mについて確認した。北側延長部は現代攪乱の

ため消滅している。断面形は逆台形で，黒灰色混砂粘質土を埋土とする。溝の走向は北から南で，N －６°

３０′－Eを測る。第１次調査で検出された東西溝７・８・１０号溝の走向 N －７～８°－Eに近い。第３次調査

SD０１とは図面上で復元すると約７５°の角度で交差する可能性がある。

　出土遺物はほぼ完形になる平瓦１０が１点出土したのみである。凹面には布目圧痕が，凸面には縄目叩き痕

が残る。縄目叩き痕は中央から上端にかかる範囲は磨り消されている。両側縁，上下縁はヘラケズリによる

調整。　

　溝SD０２　幅約４０～５０cm，深さ１０～２５cm，長さ約４mについて確認した。遺物包含層を切っており，溝

SD０１よりも後出のものと思われる。溝の走向は北西から南東方向で，N －１６３°３０′－Eを測り，谷が開く方

向とほぼ平行しており，第１次及び第２次調査で確認された建物群等の方向とは大きくずれている。溝断面

形は逆台形で，暗茶褐色粘質土を埋土とする。土師器，須恵器が少量，縄目及び格子目瓦（平瓦）が出土して

いる。いずれも２次堆積である。

 調査区北側溝 SD０２検出状況（南東から） 第６図　溝 SD０１・０２土層断面図（１/４０） 
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　柱穴SP０１・０２　遺物包含層を切っている。柱掘形はいずれも円形で，径２５～３０cmを測る。

　２）小結
　本調査区は，第３次調査区と同様，ほぼ全面にわたって攪乱がおよんでいたため，確認できた遺構・遺物

はわずかであり，遺存状況も

よくなかった。

　したがって，本地点の遺構

の密度等の本来の状況につい

ては明確でないが，検出され

た遺構の内，SD０１はその方

向性と埋土等の共通性からみ

て，第１次，第２次調査で確

認された奈良時代の遺構群の

一つであろうと考えられる。

その他の遺構については，時

期がやや下る可能性がある。
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【北壁土層断面所見】 
　第１層 盛土（真砂土） 
　第２層 整地土 
　第３層 盛土（瓦礫層） 
　第４層  
　第５層 盛土（瓦礫層） 
　第６層  
　第７層 黒～黒灰粘質土 
　第８層 灰色粗砂層 
　第９層 灰色砂層 
　第10層 灰褐色シルト層 
　第11層 黒灰色混砂粘質土 
 　　　　（遺物包含層） 
　第11′層 11層下部鉄分沈殿層 
　第12層 灰～青灰色シルト層 

第７図　第４次調査区遺構平面及び土層断面図（１/８０）

第８図　第４次調査区出土遺物実測図（１）（１/３）
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表１　掲載遺物観察所見一覧表（第４次調査）

備　　考器面調整・成形上
の特徴色　　調焼　　成胎　　土法　　量（cm）部　位

遺物名遺構・層名掲載
番号 器　種種　類層　　位遺構

―天井部内面は横ナデ灰色良く焼き締まって
おり，硬質

０．５mm前後の砂粒
を含む。精良

２．４宝珠径―口　径

天井部坏蓋須恵器北側包含層
（黒灰色砂質土）―１ ０．９宝珠高―器　高

―――天井部径

―天井部内面は横ナデ灰～暗灰色良く焼き締まって
おり，硬質

０．５mm前後の砂粒
を含む。精良

２．９宝珠径―口　径

天井部坏蓋須恵器北側包含層
（黒灰色砂質土）―２ ０．５宝珠高―器　高

―――天井部径

―天井部内面は横ナデ灰色良く焼き締まって
おり，硬質

０．５mm前後の砂粒
を含む。精良

２．４宝珠径―口　径

天井部坏蓋須恵器北側包含層
（黒灰色砂質土）―３ ０．９宝珠高―器　高

―――天井部径

―天井部外面はヘラケ
ズリか暗灰色良く焼き締まって

おり，硬質

０．５～１．０mm前後
の砂粒を含む。精
良

―宝珠径１５．０口　径

天井部坏蓋須恵器北側包含層
（黒灰色砂質土）―４ ―宝珠高１．０～器　高

――１１．４天井部径

―天井部外面はヘラケ
ズリか灰色良く焼き締まって

おり，硬質
微細な砂粒を含む。
精良

―宝珠径１５．１口　径

天井部坏蓋須恵器北側包含層
（黒灰色砂質土）―５ ―宝珠高１．６～器　高

――１０．２～天井部径

―天井部外面はヘラケ
ズリ，回転ナデ灰色良く焼き締まって

おり，硬質
０．５mm前後の砂粒
を含む。精良

２．６宝珠径―口　径

天井部坏蓋須恵器北側包含層
（黒灰色砂質土）―６ ０．５宝珠高―器　高

―――天井部径

―天井部内面は横ナデ灰色良く焼き締まって
おり，硬質

０．５mm前後の砂粒
を含む。精良

２．８宝珠径―口　径

天井部坏蓋須恵器北側包含層
（黒灰色砂質土）―７ ０．６宝珠高―器　高

―――天井部径

―天井部外面はヘラケ
ズリ，回転ナデ灰色良く焼き締まって

おり，硬質

０．５～２．０mm前後
の砂粒を含む。精
良

―宝珠径１４．６口　径

天井部坏蓋須恵器北側包含層
（黒灰色砂質土）―８ ―宝珠高１．８～器　高

――８．０～天井部径

―天井部外面はヘラケ
ズリ，回転ナデ灰色良く焼き締まって

おり，硬質
０．５mm前後の砂粒
を含む。精良

―宝珠径１５．２口　径

天井部坏蓋須恵器北側包含層
（黒灰色砂質土）―９ ―宝珠高１．５～器　高

――９．４～天井部径

両側縁はヘラキリ表面　布目
裏面　縄目黒灰色良く焼き締まるが

やや脆い
２．０～３．０mmの砂
粒を多く含む。

３８．７現存長
一部
欠損平瓦瓦黒灰色砂質粘土層溝

SD０１１０ ３１．１現存幅

厚さ

第９図　第４次調査区出土遺物実測図（２）（１/５）
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　４．第５次調査

　調査は，分譲計画地北東部の一区画２７６．１１㎡を対象として，１区と２区に分けて９２．７㎡について調査を実

施した。当該地点は，本来，北西から南東方向に延びる尾根の末端部に位置している。第１次調査区は南東

側に位置している。現況地表面（標高１３．５m）を基準にすると第１次調査区とは約１．３mほど一段高くなって

いる。

　１）遺構と遺物（第３，１０～１７図，図版３・４，表２）
　遺構の検出面は，硬く締まった基盤土である黄褐～明褐色粘質土である。検出面の標高は１１．８～１２．１mを

測り，おおむね北西から南東に向けて緩やかに傾斜している。調査区北東側には，暗褐～暗灰褐色粘質土が

５～１５cmほどの厚さで分布し，奈良期の遺物を多く含んでいる。SK０２等の一部の遺構はこの包含層を切っ

ている。遺構の遺存状況は第３次・４次調査区と比較し良好であるが，調査区南西側は攪乱が顕著である。

検出遺構は，溝３条，土坑４基及び柱穴５４である。

　溝SD０１　２区南西隅から東側中央にかけて確認された。西北西から東南東へ延びている。幅１．２～１．９m，

深さ０．４５～０．５mを測り，断面形は逆台形である。埋土は大きく２層に分かれる。第１１図１区土層断面図で

は第２１層下面が基底面となり，東側に向かって低くなっている。第１次調査で検出された１号溝の延長部に

あたる。

　遺物は第１層下部で比較的多く出土した。土師器坏，皿，椀，甕，須恵器の他，瓦が出土している。いず

れも２次堆積で磨耗しており，図示できるものは少ない（遺物観察所見は表２を参照されたい）。

　土師器　坏１１は，内底と外底にヘラ記号「十」がみられる。１４は体部が直線的に引き出される。皿１２は体部

はかなり外傾し大きく開く。１３の底部はヘラミガキされている。椀１６・１７はいずれも高台部である。１６は体

部と高台が一体的である。体部は直線的に外傾するものと思われる。１７は高台が斜めに広く引き出されてい

る。体部はやや丸みを持つか。甕１８・１９の体部内面は斜方向のヘラケズリが施され，口縁部との境は明瞭で

ある。

　須恵器　瓶１５は底部片である。底部外面は回転ヘラキリ後軽くナデている。

　溝SD０２・０３　２区北壁から東壁にかけて検出。幅０．６～０．７m，深さ０．１～０．２５mを測る。上部は削平され

ており遺存状況は良くない。いずれも埋土は茶褐色粘質土である。SD０２は第１次調査７号溝の延長部と考え

られ，SD０３とは１．７２mの間をもってほぼ同一方向の N －６°－Eをとる。遺物は土師器の小片が出土してい

る。

　土坑SK０１　１区南西隅と２区北西隅にかかる。平面形は不整な直径約４mほどの円形である。第１１図１

区土層断面図の第１８層下面が基底面である。遺構検出面からの深さは約８０cm。断面形は浅皿状である。掘

形北壁は階段状となっており，湧水点を利用し溝 SD０１と並行もしくはその後に掘削されて併せて使用され

た水利施設と考えられる。遺物は北東壁側にまとまって土師器・須恵器・瓦片・鞴羽口が出土。ほとんどが

小片である。

　土師器椀２０は高台部片である。坏２１・２２・２４・２５・３３・３４はいずれも底部は回転ヘラ切り離しであるが，

２４は底部から体部下端の成形は回転ヘラケズリ。口径は２２が１６．２cm，他は１２．９～１３．５cmにほぼおさまる。

皿３５は１８層から出土。口径１６cm。底部は回転ヘラ切り離しによる。甕２３・２７～２９はいずれも体部内面の成

形はヘラケズリによる。２３・２７は小型である。内黒土器椀２６の体部はやや丸みを帯びる。口縁は肥厚しわず

かに外反する。外面は下半までヘラケズリにより成形され，墨書で「十二」の銘がある。須恵器坏蓋３０は４層
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第１０図　第５次調査１区西壁土層断面図（１/８０）
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第１１図　第５次調査区遺構平面及び土層断面図（１/８０）

SK08 SK04

SP20

1 6m0

B　12.43m
2（
 撹
乱
）
 

6

14

23

22
15

5
14

3
4

2

2

5

4 14

1

27

28

2（
撹
乱
）
 

28
17

5
4

3

5

2

4

9

5 6
6

25
26

1210

11
（
28
）
 

（
28
）
 

1110

1

13
15

20

19

18

21

1

3

9

8

4
5

9

6
7

9－1 9－2

2 （撹乱） 

（※アミカケ部分は現代撹乱） 

（28） 

（1区） 

（2区） 

SD02

SD03

SP02

SD01

SP01

SK02

B

A

H
　
12
.4
3m

C
　
12
.4
3m

D

D
C

E
F

F

H

A

B

I

A

E

J

（
擁
壁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
） 

SK01

第１層　表土（真砂整地土） 
第２層　攪乱（瓦礫層） 
第３層　黒灰色土（旧地表土） 
第４層　暗灰色～暗灰茶色粘質土） 
第５層　黄灰色～灰褐色粘質土 
第６層　黄茶褐色粘質土 
第７層　灰褐色粘質土 
第８層　灰褐色混砂粘質土 
第９層　暗褐色粘質土＋黄褐色粘土小塊 
第10層　暗褐色混砂粘質土 
第11層　明褐色粘質土 
第12層　暗褐色粘質土＋灰褐色粘質土小塊 
第13層　灰褐色粘質土 
第14層　黄褐色～黄灰褐色粘土層 
第15層　褐色～茶褐色粘質土 
第16層　褐色～黄茶褐色粘質土 
第17層　黄褐色～黄茶褐色砂土層 
第18層　黒灰色砂質土（白色粘土小塊を多く含む） 
第19層　暗灰色層（木炭片・土師器片を含む 
第20層　灰色砂層 
第21層　黒灰色～黒色粘土層 
第22層　黄褐色粘質土＋暗褐色土 
第23層　暗灰褐色粘質土 
第24層　黄褐色粘質土 
第25層　黒褐色粘質土（柱穴埋土） 
第26層　茶褐色粘質土（柱穴埋土） 
第27層　黒褐色混砂粘質土 
第28層　黄褐色粘質土（基盤層） 
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第１２図　第１次・５次調査区遺構配置図（１/２５０）
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出土。皿又は盤の底部片と思われる３６の内外面には，ヘラ書きによる「寺」の銘がある。坏身３７は基底部で出

土。３２は鞴羽口片で，小口端部の周りに炭化物が付着する。平瓦３８・３９は凸面に縄目叩痕が，４１・４２には格

子目叩痕が残る。各瓦の内面には桶板痕及び布目痕が残る。丸瓦４０は玉縁部分の破片で，凸面には縄目叩痕

が残る。

　土坑SK０２　長さ１．０２m，幅０．６８m，深さ０．１～０．１５mを測る。遺物包含層を切っている。埋土は暗灰褐色

粘質土で木炭片，赤褐色の焦土小塊を含む。南壁面は火を受け硬化し赤褐色。鍛冶炉の可能性がある。遺物

には，土師器坏４５，皿４６，甕４７の他，瓦片が出土している。

　土坑SK０３　長さ１．１m，幅０．７９m，深さ０．０８～０．１０mを測る。埋土は暗灰褐色～暗褐色粘質土で木炭片を

若干含む。溝 SD０１を切っている。

　土坑SK０４　長さ０．９３m，幅０．７６m，深さ０．０８mを測る。上部をかなり削平されており基底部のみ遺存し

ている。埋土は暗灰褐色～暗褐色粘質土で，溝 SD０１を切っている。遺物には，土師器椀４８が出土している。

　柱穴　柱穴は５４検出した。分布は１区に偏っており，特に溝 SD０１北側に分布密度が濃い。方形掘形を有

する SP０１・２１以外はほとんどが直径０．２～０．４mの不整な円形掘形である。SP０１・２１は一辺約０．９mの方形掘

形で，１次調査１号建物柱掘形の規模に等しい。SP２１には，現存直径０．２５mの柱根が残る。樹種はカヤであ

る。なお柱穴群については調査段階で建物復元を試みたが，調査区が狭小なため，柱間の関連づけはできな

かった。SP０１からは，平瓦４３，瓦磚４４，土師器坏４９が出土。４３は凸面に格子目叩痕が，４４には板目痕が残る。

SP０８からは土師器椀５０が，SP１６からは土師器甕５１が出土している。

　調査区北東側に分布する遺物包含層からは，土師器皿５２･５３，高台付皿６１，坏５４～５６，椀５７～６０，甕６２～

６５，甕又は甑の取っ手片６６～６８，高台付盤６９，須恵器皿７０，椀７１，坏７２，鉢７３が出土している。

　２）小結
　本調査区では第１次調査１号溝と７号溝の延長部と考えられる SD０１・０２の他，SK０１等の遺構が比較的良

好な遺存状況で確認された。これらの遺構は切り合い関係からみて大きく４期に区分できる。すなわち，１

期は SD０１が設定掘削される時期，ほどなく SK０１が掘削される。２期は新たに SD０２・０３が設定される時期，

３期は北東部包含層の形成時期，４期が包含層形成後掘削されたSK０２・０３が設けられる時期である。柱穴群

は，２期～４期にまたがるものと思われる。各期の時期については，第１次調査成果及び出土遺物からみて，

１～２期が８世紀半ば～末，３～４期が９世紀半ばまでと推定できる。 
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10cm 0 

11



－　１４　－

第１５図　第５次調査区出土遺物実測図（２）（１/３） 
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第１６図　第５次調査区出土遺物実測図（３）（１/５・１/３）
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第１７図 　第５次調査区出土遺物実測図（４）（１/３）
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備　　考器面調整・成形上
の特徴色　　調焼　　成胎　　土法　　量（㎝）部　位

遺物名遺構・層名掲載
番号 器　種種　類層　　位遺構

内外底面に「十」字形
のヘラ書きがある。

底部から体部下部まで
回転ヘラケズリ灰白色軟質・焼締まり弱く，

脆い
０．５㎜前後の砂粒を
若干含む。精良

――１５．０口　径
口縁～
体部片坏土師器第１層

（暗灰褐色シルト層）
溝
SD０１１１ ――３．６器　高

――９．０底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭

回転ナデか。切り離し
方法は不明。

赤みがかった
褐色

軟質・焼締まり弱く，
脆い

微細な石英砂含む。
精良

――１４．６口　径口縁部
～底部
破片

皿土師器第１層
（暗灰褐色シルト層）

溝
SD０１１２ ――１．９器　高

――１０．４底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭底部回転ヘラケズリか褐色軟質・脆い微細な雲母・石英砂

含む。精良。

――１６．８口　径
口縁～
底部片皿土師器第１層

（暗灰褐色シルト層）
溝
SD０１１３ ――１．９器　高

――１３．０底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭回転ナデ褐色軟質・焼締まり弱く，

脆い
０．５㎜前後の砂粒を
若干含む。精良。

――１３．６口　径口縁部
～底部
破片

坏土師器第１層
（暗灰褐色シルト層）

溝
SD０１１４ ――３．３器　高

――７．６底　径

―底部は回転ヘラキリ後
ナデ灰色良く焼き締まり，硬

質きめ細かく精緻
―体部径―口　径

底部片瓶？須恵器第１層
（暗灰褐色シルト層）

溝
SD０１１５ ―――器　高

――９．９底　径

――褐色軟質・焼き締まり弱
く，脆い

微細な石英砂・長石
砂をむくむ。精良

―体部径―口　径
高台部
片

高台付
坏土師器第１層

（暗灰褐色シルト層）
溝
SD０１１６ ９．０高台径―器　高

０．９高台高―底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭内外面とも回転ナデ明灰褐色軟質・脆いきめ細かく精良。

―体部径―口　径
高台部
片

高台付
坏土師器第１層

（暗灰褐色シルト層）
溝
SD０１１７ ８．６高台径―器　高

０．７高台高―底　径

―内面　縦ヘラケズリ
外面　縦刷毛目

内面　灰褐色
外面　明褐色

焼き締まっており，
やや硬質

０．５～２．０㎜の石英砂
を多く含みややきめ
粗い。

―体部径２４．２口　径
口縁部
片甕土師器第１層

（暗灰褐色シルト層）
溝
SD０１１８ １８．８頸部径―器　高

―――底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭

内面縦ヘラケズリ
外面縦刷毛目褐色～暗褐色軟質・焼き締まり弱

く，脆い

０．５～１．０㎜の石英砂
を多く含み，ややき
め粗い。

２２．６体部径２６．１口　径
口縁部
片甕土師器第１層

（暗灰褐色シルト層）
溝
SD０１１９ ２１．６頸部径―器　高

２１．４――底　径

―
内面　回転ナデ
外底　ヘラ切り離し後
高台

褐色焼締まり弱く，脆い。
軟質

０．５～２．０㎜の石英砂
を含みややきめ粗い。

―体部径―口　径
底部片高台付

椀土師器１４層土坑
SK０１２０ １０．６高台径―器　高

１．０高台高―底　径

内外面一部に油煙煤付
着

内外面とも回転ナデ。
底部回転ヘラキリ離し

灰褐色～灰白
褐色

軟質・焼しまり弱く，
脆い

０．５㎜前後の砂粒を
若干含む。精良

――１２．９口　径
口縁～
底部片坏土師器１４層土坑

SK０１２１ ――３．３器　高
――６．５底　径

―内外面とも回転ナデ。
底部回転ヘラキリ離し明褐色軟質・焼しまり弱く，

脆い
０．５～１．０㎜の石英砂
を含む。精良

――１６．３口　径
口縁～
底部片坏土師器１４層土坑

SK０１２２ ――４．１器　高
――９．５底　径

―内面　斜めヘラケズリ
外面　縦刷毛目

外面　黒褐色
内面　灰褐色

焼き締まりやや弱く，
脆い

０．５～２．０㎜の石英砂
を多く含みきめ粗い。

―体部径２３．８口　径
口縁部
片甕土師器１４層土坑

SK０１２３ ２２．３頸部径―器　高
―――底　径

口縁端部に油煙煤付着内外面　回転ナデ
底部回転ヘラケズリ灰白褐色軟質・焼しまり弱く，

脆い
０．５～１．０㎜の石英砂
を含む。精良

――１３．２口　径
口縁～
底部片坏土師器第１８層

（灰白色，黄白色混合層）
土坑
SK０１２４ ――３．１器　高

――８．６底　径

―内外面とも回転ナデ。
底部回転ヘラキリ離し灰白褐色軟質・焼しまり弱く，

脆い
０．５～１．０㎜の石英砂
を多く含む。精良。

――１３．５口　径
完形坏土師器第１８層

（灰白色，黄白色混合層）
土坑
SK０１２５ ――４．３器　高

――８．３底　径

体部外面に「十二」又
は「寺」墨書

内面　斜めヘラケズリ　
外面　縦ハケ目

内面　黒色
外面　明褐色

焼き締まっており，
やや硬質

微細な白色砂含む。
精良

――１６．７口　径
口縁～
底部片

高台付
椀内黒土器第１８層

（灰白色，黄白色混合層）
土坑
SK０１２６ ８．０高台径６．７器　高

０．７高台高―底　径

―内面　斜めヘラケズリ　
外面　縦ハケ目

内面　黒褐色
外面　褐色焼締まり弱く，脆い１．０㎜前後の砂粒含

む。ややきめ粗い

１３．４体部径１７．６口　径
口縁部
片甕土師器第１８層

（灰白色，黄白色混合層）
土坑
SK０１２７ １３．４頸部径―器　高

―――底　径

―内面　斜めヘラケズリ　
外面　縦ハケ目

内面　淡赤褐色
外面　黒褐色焼締まり弱く，脆い

０．５～２．０㎜の石英砂
を多く含みややきめ
粗い。

１７．２体部径２２．５口　径
口縁部
片甕土師器第１８層

（灰白色，黄白色混合層）
土坑
SK０１２８ １７．２頸部径―器　高

―――底　径

―内面　斜めヘラケズリ
外面　縦ハケ目灰色～灰褐色焼き締まりやや弱く，

脆い
０．５～１．０㎜の石英砂
を多く含む。精良

―体部径２７．０口　径
口縁部
片甕土師器第１８層

（灰白色，黄白色混合層）
土坑
SK０１２９ ２２．３頸部径―器　高

―――底　径

―内外面　回転ナデ
天井部　回転ヘラ灰色良く焼き締まり，硬

質
０．５㎜前後微砂含む。
精良

――１６．５口　径天井～
口縁部
片

蓋須恵器第１８層
（灰白色，黄白色混合層）

土坑
SK０１３０ ――２．２器　高

――９．０天井部

―内面回転ナデ，外面ヘ
ラケズリ灰色良好。良く焼き締ま

り，硬質
微細な石英砂粒含む。
精良

―体部径―口　径
口縁～
底部片

高台付
壺？須恵器第１８層

（灰白色，黄白色混合層）
土坑
SK０１３１ １０．０高台径―器　高

０．７高台高―底　径

小口端部には黒色炭化
物が付着内面　ナデ赤紫～赤褐色良く焼き締まってお

り，硬質
微細な砂粒を含む。
精良

――４．５～口　径
小口部羽口土製品第２０層

（灰色～暗灰色粘質土層）
土坑
SK０１３２ ――８．８現存長

――２．８孔　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭回転ナデ灰白褐色軟質・焼締まり弱く，

脆い
０．５㎜前後の砂粒を
若干含む。精良。

――１６．６口　径口縁部
～底部
破片

坏土師器第２０層
（灰色シルト層）

土坑
SK０１３３ ――３．７器　高

――９．２底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭

内外面　回転ナデ
底部回転ヘラ切り離し灰白褐色焼締まり弱く，脆い。

軟質きめ細かく，精良
――１１．７口　径

体部～
底部片

坏又は
皿土師器第２０層

（灰色～暗灰色粘質土層）
土坑
SK０１３４ ――２．３～器　高

――８．８底　径

―
内外面とも回転ナデ。
底部回転ヘラキリ離し
後ナデ

黒褐色焼き締まり，やや硬
質

０．５㎜前後の石英砂
を含みややきめ粗い。

――１６．０口　径
口縁～
底部片皿土師器第１８層土坑

SK０１３５ ――２．１器　高
――１２．８底　径

内外底に「寺」外底は回転ヘラ切り離
し，内面は横ナデ灰～暗灰色良く焼き締まってお

り，硬質
０．５～１．０㎜の石英砂
を多く含む。精良

―――口　径
底部片皿又は

盤須恵器第２０層
（灰色シルト層）

土坑
SK０１３６ ―――器　高

―――底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭内外面　回転ナデ灰色良く焼き締まってお

り，硬質
微細な砂粒を含む。
精良

体部径１５．６口　径
口縁～
体部片坏須恵器第１８層土坑

SK０１３７ 高台径４．９器　高
高台高１０．０～底　径

―内底部ナデ，高台部回
転ナデ赤褐色軟質・焼締まり弱く，

脆い
０．５㎜前後の砂粒を
若干含む。精良。

―体部径―口　径
底部片高台付

椀土師器暗～黒灰褐色粘質土土坑
SK０２４５ ７．８高台径―器　高

２．６高台高―底　径

―底部回転ヘラキリ褐色軟質・焼締まり弱く，
脆い

０．５～２．５㎜の石英砂
を含む。精良

―――口径
底部片坏土師器暗～黒灰褐色粘質土土坑

SK０２４６ ―――器高
――８．１底径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭

内面　斜めヘラケズリ
外面　縦刷毛目明褐色軟質・焼締まり弱く，

脆い

０．５～２．５㎜の石英砂，
雲母片を含む。赤褐
色班，精良

―体部径２０．２口　径
口縁部
片甕土師器暗～黒灰褐色粘質土土坑

SK０２４７ １３．０頸部径―器　高
―――底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭内外面とも回転ナデ明褐色軟質・焼き締まり弱

く，脆い
０．５～１．０㎜の石英砂
を多く含む。精良。

―体部径―口　径
体部～
底部片

高台付
椀土師器暗茶褐色粘質土土坑

SK０４４８ １２．３高台径―器　高
０．９高台高１４．１底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭―暗褐色焼締まり弱く，脆い。

軟質
１．０㎜前後の砂粒を
含む。ややきめ粗い。

―――口径
底部片坏土師器暗茶褐色粘質土柱穴

SP０１４９ ―――器高
――８．２底径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭内外面とも横ナデ明褐色焼締まり弱く，脆い。

軟質

微細な砂粒を含む。
精良。赤褐色班みら
れる

―体部径―口　径
底部片高台付

椀土師器暗褐色粘質土柱穴
SP０８５０ ８．８高台径―器　高

１．２高台高―底　径

―内面　斜めヘラケズリ
外面　縦刷毛目灰白褐色良く焼き締まってお

り，硬質

０．５～２．５㎜の石英
砂・角セン石を含む。
ややきめ粗い

２７．４～体部径２９．４口　径
口縁～
体部片甕土師器暗褐色粘質土柱穴

SP１６５１ ２４．４頸部径―器　高
―――底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭回転ナデやや赤みがかっ

た褐色
軟質・焼しまり弱く，
脆い

微細な石英砂含む。
精良

――１３．２口　径
口縁～
底部片皿土師器北東側包含層―５２ ――１．１器　高

――９．６底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭―明褐色良く焼き締まってお

り，硬質

０．５～２．０㎜の石英砂
を多く含みややきめ
粗い。

――１６．３口　径
口縁～
底部片皿土師器北東側包含層―５３ ――１．５器　高

――９．９底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭底部回転切り離し灰白褐色軟質・脆い

１．０㎜前後の石英砂
をわずかに含む。茶
褐色班あり。精良

――１３．１口　径
口縁～
底部片坏土師器北東側包含層―５４ ――３．６器　高

――７．３底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭底部回転切り離し明褐色～褐色軟質・脆い

１．０㎜前後の砂粒を
わずかに含む。茶褐
色班あり。精良

――１３．１口　径
口縁～
底部片坏土師器北東側包含層―５５ ――３．８器　高

――８．０底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭―明黄褐色軟質・焼しまり弱く，

脆い

きめ細かく泥質。精
良。赤褐色班みられ
る。

――１２．９口　径
口縁～
底部片坏土師器北東側包含層―５６ ――３．８～器　高

――８．６底　径

―内底部　横ナデ明褐色軟質・焼しまり弱く，
脆い

微細な砂粒・雲母片
を含む。精良

―体部径―口　径
高台部
片

高台付
椀土師器北東側包含層―５７ ８．０高台径―器　高

０．６高台高―底　径

―内底部　横ナデやや赤みがかっ
た明褐色

軟質・焼しまり弱く，
脆い

微細な砂粒・雲母片
を含む。精良

―体部径―口　径
高台部
片

高台付
椀土師器北東側包含層―５８ ８．９高台径―器　高

０．８高台高―底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭内外面ともナデ明褐色軟質・焼しまり弱く，

脆い
微細な石英砂含む。
精良

―体部径―口　径
高台部
片

高台付
坏土師器北東側包含層―５９ ７．６高台径―器　高

１．２高台高―底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭内外面とも回転ナデ。明褐色軟質・焼しまり弱く，

脆い
０．５～１．０㎜の石英砂
を含む。精良

―体部径―口　径
底部片高台付

椀土師器北東側包含層―６０ １０．４高台径―器　高
０．８高台高―底　径

器面は磨耗し，調整痕
は不明瞭内外面とも回転ナデ明褐色軟質・焼しまり弱く，

脆い
微細な石英砂含む。
精良。茶褐色班多い

―体部径１５．８口　径
口縁～
底部片

高台付
皿土師器北東側包含層―６１ ６．８高台径３．０器　高

０．９高台高―底　径

―内面　縦ヘラケズリ
外面　縦～斜め刷毛目

明褐色，外面
の一部に黒班

良く焼き締まってい
るが，やや軟質で，
脆い

０．５～２．０㎜の石英砂
を多く含む。

―体部径２３．６口　径
口縁部
片甕土師器北東側包含層―６２ ２０．２頸部径―器　高

―――底　径

外面に黒色のコゲ付着内面縦ヘラケズリ
外面縦刷毛目

灰褐色～黒灰
褐色

やや軟質・焼き締
まっておらず，脆い

０．５～１．０㎜の石英砂
を多く含みきめ粗い。

２３．０～体部径２７．０口　径
口縁部
片甕土師器北東側包含層

（暗褐色粘質土）―６３ ２１．６頸部径―器　高
―――底　径

口縁部に炭化煤付着内面　縦ヘラケズリ
外面　縦～斜め刷毛目灰褐色

良く焼き締まってい
るが，やや軟質で，
脆い

０．５～２．０㎜の石英砂
を多く含む。

―体部径２８．４口　径
口縁部
片甕土師器北東側包含層―６４ ２３．４頸部径―器　高

―――底　径

外面に黒色班あり内面縦ヘラケズリ
外面縦刷毛目明褐色やや軟質・焼き締

まっておらず，脆い

０．５～２．０㎜の石英砂
を多く含みややきめ
粗い。

２３．２～体部径２６．０口　径口縁部
～底部
破片

甕土師器北東側包含層
（暗褐色粘質土）―６５ ２１．３頸部径２９～器　高

―――底　径

―ナデツケ褐色良く焼き締まってお
り，硬質

０．５～２．０㎜の石英砂
を多く含みややきめ
粗い。

２．６～３．５体部径―口　径
取手部
片

甑又は
甕土師器北東側包含層―６６ ―――器　高

―――底　径

―指ナデツケ灰褐色
良く焼き締まってい
るが，やや軟質で，
脆い

０．５～２．０㎜の石英砂
を多く含みややきめ
粗い。

１．６×２．８取っ手径取手部
片

甑又は
甕土師器北東側包含層―６７

―指ナデツケ灰白褐色
良く焼き締まってい
るが，やや軟質で，
脆い

０．５～２．０㎜の石英砂
を多く含みややきめ
粗い。

２．４×２．５取っ手径取手部
片

甑又は
甕土師器北東側包含層―６８

―ナデ（指頭圧痕残る）茶褐色良く焼き締まってい
るが，やや脆い

１．０～２．０㎜の石英砂
を多く含みややきめ
粗い。

―体部径―口　径
脚台部脚台付

盤土師器北東側包含層―６９ ２２．４高台径―器　高
３．５高台高―底　径

―
内外面とも回転ナデ。
内底部横ナデ。回転ヘ
ラキリ離し

灰～灰白色良好。良く焼き締ま
り，硬質

きめ細かく泥質。精
良。黒色班みられる。

――１０．１口　径
口縁～
底部片皿須恵器北東側包含層―７０ ――１．１器　高

――８．４底　径

―体部下部から高台内底
は回転ヘラケズリ灰色良好。良く焼き締ま

り，硬質
きめ細かく泥質。精
良。黒色班みられる。

―体部径１２．４口　径
口縁～
底部片

高台付
椀須恵器北東側包含層―７１ ８．１高台径４．２器　高

０．５高台高―底　径

―
内外面とも回転ナデ。
内底部横ナデ。
底部回転ヘラキリ離し

灰色良好。良く焼き締ま
るが，やや軟質

きめ細かく泥質。精
良

―体部径１４．９口　径
口縁～
底部片

高台付
坏須恵器北東側包含層―７２ ９．９高台径３．９器　高

０．６高台高１２．１底　径

―内面回転ナデ
外面ヘラミガキ灰白色良く焼き締まってい

るが，やや軟質
きめ細かく泥質。精
良

２６．２体部径２３．８口　径
口縁～
体部片鉢須恵器北東側包含層―７３ ――１１～器　高

―――底　径

表２　掲載遺物観察所見一覧表（第５次調査）



Ⅳ．結　語
　前章で調査所見について述べてきたが，以下では今回の調査結果を踏まえながら若干の考察を加えまとめ
としたい。
　 

　１．調査結果
　　１）第３次・４次調査区では，これまでの調査で検出された奈良時代に相当する遺構として２条の溝を

確認し，当該期の遺構が，長池の土手近辺まで広く展開していることが明らかとなった。さらに長池
内にも存在する可能性がある。

　　２）第５次調査区では，第１次１号溝，７号溝の延長部がそれぞれ確認できた他，大型建物の存在を想
定しうる柱穴，および土坑等を確認でき，北西側から北側に隣接する台地際まで遺構が展開している
ことがわかった。なお切り合い関係からみてこれらの遺構は大きく４時期に区分することができた。
各遺構からの出土遺物は，おおむね８世紀半ば～９世紀前半代におさまることから，１・２期が奈良
時代，３・４期が平安時代以降と考えられた。

　　３）第５次調査の２）の結果，本来東南東に延びていた丘陵尾根裾部の造成工事が，少なくとも奈良時
代までには行われ，山際まで平坦化されていたことがわかった。なお隣接する台地との現状における
比高差は最大で約５mあり，かなり大規模な造成が施工されたことが推定される。

　　４）第３・４次と第５次調査区における遺構検出面は，順に１２．８～１３．２m，１３．２～１３．４m，１１．８～
１２．１mであり，東西間約１２０m以上の距離をもって約１m前後の比高差がある。本来は狭隘な谷が入
り組んでいたであろう当該地点に，ほとんど高低差がない平坦面が存在していたことが考えられる。

　 

　２．これまでの調査成果からみた検出遺構の配置
　昭和５２年度に実施された第１次調査によって三宅廃寺の寺域範囲は，調査区の西南部で検出した溝のコー
ナーを方形地割の北東角とみなし，古瓦の分布や地形のあり方からみて一辺１００～１１０m規模を想定した。位
置については，旧南大橋団地敷地を中心として三宅１号公園にかかる範囲が考えられている。築造時期は，
老司式瓦の年代観から７世紀後半から８世紀前半と想定し，一方，第１次調査区で検出された１号溝と１１号
溝をのぞいた溝群と１号・２号建物および溝群については，中心施設周縁部に配された遺構と考え８世紀後
半～９世紀代とした。これらから，三宅廃寺そのものの存続期間を７世紀後半から９世紀代にかかると考え
た。（注）

　今回の調査地点は，この推定が正しいとすると，第３次および第４次調査区がこの推定域の西側，第５次
調査区が北東側に位置し，それぞれ周縁部分に相当することになる。以下では，今回確認された各遺構の配
置についてみてみる。
　第１次から今回までの調査で検出された各遺構の方位角度は，磁北を基準とすると，大きく２グループに
分かれる。Aグループは磁北から N －９°－Eをとる遺構群で，これにほぼ並行もしくは直交する第３次溝
SD０１，第１次１号溝およびその延長部の第５次溝 SD０１，第２次溝 SD０１である。これらは次の Bグループ
に先行するものである。Bグループは，磁北または磁北から±１°前後東西に振れるまたはこれに直交する
遺構群で，第４次SD０１，第５次SD０２・０３，第１次及び第２次調査の建物及びこれに付属する溝群が該当す
る。これらから，第３～５次調査で確認された遺構は，一連の平面企画で配された遺構群であることが理解
できる。
　ところで，A群で注目されるのは，約１００mほど離れた地点に位置する第１次 SD０１，第５次 SD０１と第２
次 SD０２がほぼ直交する点である。初期の段階の方形地割りを物語るものと考えられるが，当該期の建物等
の遺構はこれまでの調査では確認できていない。Bグループの遺構群は若干の振れはあるもののほぼ磁北を
軸とし，きわめて整然とした平面企画の下で諸施設が配置されたことが想起されるが，第１次調査で確認さ
れ三宅廃寺推定の根拠となった瓦溜遺構と呼ばれた溝状遺構は，これらの平面企画からはずれているように
見える。当該溝の延長部および中心的施設部分の調査が不十分な現段階では，三宅廃寺の存否および場所の
比定については，いましばらく周辺調査の増加を待って検討する余地があると考えられ，今後の調査に期待
したい。
（注）福岡市教育委員会　１９７９　『三宅廃寺』福岡市埋蔵文化財調査報告書第５０集

－　１８　－



－　１９　－

三宅周辺航空写真（昭和５３年当時　東から）

図　　　版



－　２１　－

図版 1 

（２）第５次調査区調査前現況（南西から）

（１）第３・４次調査区調査前現況（北から）



－　２３　－

図版２

（２）第４次調査区完掘状況（南東から）

（１）第３次調査区完掘状況（南東から）



－　２５　－

図版３

（１）第５次調査第１区完掘状況（南西から）

（４）土坑SK０１（東から） （５）土坑SK０８（南南西から）

（２）完掘状況（南南西から） （３）土坑SKO２（南南東から）



－　２７　－

図版４

（３）柱穴SP２０（北から）（２）溝SD０３（南から）

（６）第５次埋め戻し状況（５）第４次埋め戻し状況（４）第３次埋め戻し状況  

（１）第５次調査第２区完掘状況（南西から）



－　２９　－

図版５
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個人専用
住宅建設

６３．８㎡
２００２年
１１月２８日～
１２月１６日

１３０゚
２５́
２８́´

３３゚
３３́
１́´

０１４４４０１３４

ふくおかけんふくおかしみなみく

福岡県福岡市南区
おおはし
大橋１丁目１１５７－７

みやけはいじ
三宅廃寺

第３次調査

個人専用
住宅建設

７２．７㎡
２００２年
１２月１７日～
１２月２６日

１３０゚
２５́
２７́´

３３゚
３３́

０１４４４０１３４

ふくおかけんふくおかしみなみく

福岡県福岡市南区
おおはし
大橋１丁目１１５７－８

みやけはいじ
三宅廃寺

第４次調査

個人専用
住宅建設

９２．７㎡

２００２年
１２月１８日～
２００３年
１月８日

１３０゚
２５́
３０́´

３３゚
３３́
２́´

０１４４４０１３４

ふくおかけんふくおかしみなみく

福岡県福岡市南区
おおはし
大橋１丁目１１５７－３

みやけはいじ
三宅廃寺

第５次調査

特記事項主な遺物主な遺構主な時代種　別所収遺跡

須恵器　土師器　瓦
土師器　瓦

溝１　柱穴２奈良時代
平安時代

寺院跡三宅廃寺
第３次調査

須恵器　土師器
瓦

溝２　柱穴２奈良時代
平安時代

寺院跡三宅廃寺
第４次調査

須恵器　土師器　瓦
須恵器　土師器　墨書
土器　瓦

溝３　柱穴５４　土坑４奈良時代
平安時代

寺院跡三宅廃寺
第５次調査
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